
平成２２年１２月１０日

事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）の公表

○ 事故ゼロプラン(事故危険区間重点解消作戦)とは

金沢河川国道事務所管内の国道では、約６割の事故が約１割の区間で発生しています。

この様な危険な箇所を地域の方と一緒に「事故危険区間」として選定し、道路利用者に

も交通事故が起こりやすい危険な箇所との認識を持って頂きながら、集中的・重点的に交

通事故を撲滅するため、「事故ゼロプラン」として取り組むものです。

記者発表資料

扱い 配付を持って解禁

○ 金沢河川国道事務所では、政策目標評価型事業「成果を上げるマネジメント」の

導入に伴い事業の透明性・効率性を一層高めるため、事故が起こりやすい区間及び、

地域の声により作成した、「事故危険区間リスト」を公表（別紙-参考資料）いたし

ます。

発表先 石川県政記者クラブ

【問い合わせ先】

国土交通省北陸地方整備局 金沢河川国道事務所

交通対策課長 天坂 豊治

Ｔｅｌ ：０７６－２６４－９９２０

携 帯 ：０９０－１６３８－３６１０

※番号通知設定でお掛けください。



平成 22年 12月 10日
国土交通省 金沢河川国道事務所 交通対策課

国土交通省 金沢河川国道事務所の交通安全対策について

１ 事故危険区間リストの公表

（１）目的

石川県内の国土交通省が管理する国道における事故危険区間を明らかにし、今後の事業実施

にあたって、県民や道路利用者との共通認識を図るための資料とすることを目的とします。

（２）事故危険区間リストの作成

１）死傷（人身）事故データから作成

死傷（人身）事故率が高く、重大事故があり、死亡事故が発生している２８箇所を抽出し

ています。

死傷（人身）事故データは、(財)交通事故総合分析センター（通称「イタルダ：ＩＴＡＲ

ＤＡ」）を使用しています。

２）地元要望から作成

地方自治体からの要望やＰＩ（パブリック・インボルブメント）によって計画づくりを進

めているもの５箇所を抽出しています。

（３）事故危険区間リストの公表

金沢河川国道事務所のホームページで公表します。

２ 事故危険区間リストの活用方法

それぞれの事故危険区間ごとに交通事故の発生状況や自転車・歩行者の利用状況を調査し、効果

の高い対策を立案し、事業採択を目指す候補とします。

３ 事故危険区間リスト箇所の対策進捗状況報告

事故危険区間リスト箇所の対策実施状況及び事故危険区間リストの見直し状況は、今後も公表し

ていきます。

※ご意見はメールでもお受けいたします。

メールアドレス：kanakou@hrr.mlit.go.jp
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政策目標評価型事業評価の導入に係る道路事業における取組みについて 

 

 

公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、国土交通省所管

公共事業の事業評価における今後の新たな取り組みとして、「政策目標評価型事業評価の導

入についての基本方針（案）」が公表されたところです。 

 

これを踏まえ、道路事業においても、事業の透明性・効率性を一層高めるため、バイパ

ス・拡幅事業等について計画段階評価を導入していくとともに、局所的な事業に対し、デ

ータや地域の声等に基づいた、「成果を上げるマネジメント」の取組みを導入します。 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

道路局企画課 道路事業分析評価室 課長補佐  馬 渡    代表 03-5253-8111（内線 37682） 

                           直通 03-5253-8593 
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政策目標評価型事業評価の導入に係る取組み（道路事業） 

道路事業の透明性・効率性を高めるため、バイパス・拡幅事業等に計画段階評価を導入するとともに、

交通流に大きな影響を与える事業 局所的な事業

道路事業の透明性 効率性を高めるため、バイパス 拡幅事業等に計画段階評価を導入するとともに、

局所的な事業に対し、データ等に基づく「成果を上げるマネジメント」の取組みを導入。 

成果を上げるマネジメント（新規） 計画段階評価（新規） 

交通流に大きな影響を与える事業

（バイパス・拡幅等） 

局所的な事業

（交通安全・防災等） 

都市・地方圏の課題の把握 
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バイパス・拡幅等 

＜緊急性＞

 ・データ（事故、災害等）  ・地域の声 

＜妥当性＞ 

 ・他事業の実施状況 

対策のフ ジビリテ （用地等）

他事業・他施策 
（交差点改良等） 

対策案の決定 

 ・対策のフィージビリティ（用地等）

環境アセスメント・都市計画  対策案の決定 

新規事業採択時評価 

新規事業化 

新規着手 必要性の再検証・事業内容（詳細チェック） 



（参 考）「成果を上げるマネジメント」（交通安全分野）の導入 

限られた予算の中 交通事故対策への投資効率を最大限高めるため 「成果を上げるマネジメント」を

【交通事故の発生は特定の箇所に集中】 【「成果を上げるマネジメント の流れ】

限られた予算の中、交通事故対策への投資効率を最大限高めるため、「成果を上げるマネジメント」を

交通安全分野に導入。 

【交通事故の発生は特定の箇所に集中】 【「成果を上げるマネジメント」の流れ】

 ○事故の危険性が高い特定の 
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全体の２２％の区間に 
死傷事故の７１％が集中 

 

 ○事故原因に即した効果の高い ※全国の国道・都道府県道約18万kmにおける4年間（H15～H18）の平均事故データから作成 

 対策を立案・公表
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大型ﾄﾚｰﾗｰ横転事故  急カーブに減速しないまま進入する
大型車が横転 

【事故要因に即した対策の立案（イメージ）】 
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横転事故・  急カーブの手前で急ブレーキを

かける車両へ後続車が追突 

完了後の効果を評価 

ル
で
改
善 ・ 道路線形の見直し （急カーブの改善）    

・ 視距の確保  ・ 減速路面表示 ・ 注意看板 等 



事 故 危 険 区 間 リ ス ト 作 成 手 順

石川県内の国道

死傷事故の発生率が高い交差点等

◇死傷事故率が１００（件／億台キロ）以上

重大事故の発生がみられる交差点等

◇重大事故率が１０（件／億台キロ）以上

かつ

かつ

死傷事故率 ： 設定区間の事故実績・交通量に基づき、車両を車両を

１億台・１㎞走行させた時に発生する事故の件数１億台・１㎞走行させた時に発生する事故の件数

重大事故 ： 死亡又は３０日以上の治癒を要する事故

年間事故件数年間事故件数 ×× １億台１億台

交通量交通量 ×× 365365日日 ×× 区間距離（区間距離（ ㎞）㎞）
死傷事故率 ＝

※ 平成１５年～平成１８年の事故件数

データによる抽出

死亡事故が１件以上
（Ｈ１５～Ｈ１８）

アンケートによる抽出の内

死傷事故が４件以上
（Ｈ１５～Ｈ１８）

※ 死傷事故 ：死亡又は人身傷害を受けた事故

地域の方の声

自治体要望箇所




